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(57)【要約】
【課題】単一のコネクタに接続されるＨＤＭＩ機器の機
能属性を検出できるソース／シンク兼用機器を提供する
。
【解決手段】ＨＤＭＩ規格に準拠するソース／シンク兼
用機器（１００）において、電圧ラインモニタ部（１６
０）は第１の機能手段と第２の機能手段の何れか一方を
ＨＤＭＩ規格に準拠した外部機器（２０）とを接続する
コネクタ電源ライン（１１１）の電圧レベル（ＶＬ１）
を検出し、ＴＤＭＳラインモニタ部１７０はＴＭＤＳ＿
ＣＬＫラインの電圧レベル（ＶＬ２）を検出し、ＨＤＭ
Ｉ属性切換処理部（１８０）は検出された２つの電圧レ
ベル（ＶＬ１、ＶＬ２）に基づいて、前記外部機器（２
０）の機能（Ｊ）を判定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソース機器としての機能を実現する第１の機能手段とシンク機器としての機能を実現す
る第２の機能手段とを備えた、ＨＤＭＩ規格に準拠するソース／シンク兼用機器であって
、
　前記第１の機能手段と前記第２の機能手段の何れか一方と、ＨＤＭＩ規格に準拠した外
部機器とを接続するコネクタと、
　前記コネクタの電源ラインの電圧レベルを検出する第１の電圧レベルモニタ手段と、
　前記コネクタのＴＭＤＳ＿ＣＬＫラインの電圧レベルを検出する第２の電圧レベルモニ
タ手段と、
　前記検出された２つの電圧レベルに基づいて、前記外部機器の機能を判定する機能判定
手段とを備えるソース／シンク兼用機器。
【請求項２】
　前記判定された機能に基づいて、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段の動作を決
定する動作モード決定手段をさらに備える請求項１に記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項３】
　前記決定された動作に基づいて、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段を制御する
動作制御手段をさらに備える請求項２に記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項４】
　前記第１の電圧レベルモニタ手段は、前記検出された電源ラインの電源レベルに基づい
て、二値の第１レベル信号を生成し、
　前記第２弾圧レベルモニタ手段は、前記検出されたＴＭＤＳ＿ＣＬＫラインの電圧レベ
ルに基づいて、二値の第２レベル信号を生成することを特徴とする、請求項１、請求項２
、および請求項３のいずれかに記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項５】
　前記第１レベル信号がＬｏｗ、前記第２レベル信号がＬｏｗの場合、前記機能判定手段
は前記外部機器は接続されていないと判定することを特徴とする請求項４に記載のソース
／シンク兼用機器。
【請求項６】
　前記動作モード決定手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段を待機モードに
することを決定することを特徴とする請求項５に記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項７】
　前記動作制御手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段をハイインピーダンス
にすることを特徴とする請求項６に記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項８】
　前記第１レベル信号がＨｉｇｈ、前記第２レベル信号がＨｉｇｈの場合、前記機能判定
手段は前記外部機器は異常であると判定することを特徴とする請求項４に記載のソース／
シンク兼用機器。
【請求項９】
　前記動作モード決定手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段を待避モードに
することを決定することを特徴とする請求項８に記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項１０】
　前記動作制御手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段をハイインピーダンス
にすることを特徴とする請求項９に記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項１１】
　前記第１レベル信号がＬｏｗ、前記第２レベル信号がＨｉｇｈの場合、前記機能判定手
段は前記外部機器はシンクであると判定することを特徴とする請求項４に記載のソース／
シンク兼用機器。
【請求項１２】
　前記動作モード決定手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段をソースモード
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にすることを決定することを特徴とする請求項１１に記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項１３】
　前記動作制御手段は、前記第１の機能手段を有効にすることを特徴とする請求項１２に
記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項１４】
　前記第１レベル信号がＨｉｇｈ、前記第２レベル信号がＬｏｗの場合、前記機能判定手
段は前記外部機器はソースであると判定することを特徴とする請求項４に記載のソース／
シンク兼用機器。
【請求項１５】
　前記動作モード決定手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段をシンクモード
にすることを決定することを特徴とする請求項１４に記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項１６】
　前記動作制御手段は、前記第２の機能手段を有効にすることを特徴とする請求項１５に
記載のソース／シンク兼用機器。
【請求項１７】
　ソース機器としての機能を実現する第１の機能手段とシンク機器としての機能を実現す
る第２の機能手段とを備えた、ＨＤＭＩ規格に準拠するソース／シンク兼用機器であって
、
　前記第１の機能手段と前記第２の機能手段の何れか一方と、ＨＤＭＩ規格に準拠した外
部機器とを接続するコネクタと、
　前記コネクタの電源ラインの電圧レベルを検出する第１の電圧レベルモニタ手段と、
　前記コネクタのＴＭＤＳ＿ＣＬＫラインの電圧レベルを検出する第２の電圧レベルモニ
タ手段と、
　前記検出された２つの電圧レベルに基づいて、前記第１の機能手段と前記第２の機能手
段を制御する動作制御手段を備えるソース／シンク兼用機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＨＤＭＩ規格に準拠し、かつソース機器およびシンク機器の属性を兼ね備え
たソース／シンク兼用機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ）規格に準拠したＡＶシステムが普及しつつある。ＨＤＭＩはマルチメディア
インターフェースの一つで、映像信号や音声信号をデータ圧縮しないでＡＶ再生機器から
ＡＶ出力機器に転送できるため、デコーダなどの専用チップやソフトウェアを必要としな
い。また映像信号、音声信号および制御信号を１本のケーブルで伝送できるため、機器の
配線を簡略化できる等の利点がある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ＨＤＭＩ規格に準拠したＡＶシステムは、通常、ＡＶ信号を供給するソース機器と、Ａ
Ｖ信号を受け取るシンク機器とがＨＤＭＩ規格に準拠したケーブル（以降、「ＨＤＭＩケ
ーブル」）で接続して構成される。ソース機器としては、ＳＴＢ、ＤＶＤプレーヤ、デジ
タルビデオカメラなどの映像信号や音声信号を供給する機器が用いられる。シンク機器と
しては、テレビジョン受像機（以降、「テレビ」）やプロジェクタなどの映像や音声を出
力する機器が用いられる。ＤＶＤプレーヤを内蔵したテレビのように、ソース機器の機能
とシンク機器の機能を兼ね備えたソース／シンク兼用機器を構成することが考えられる。
【０００４】
　図４に、考えられるソース／シンク兼用機器の一例を示す。ソース／シンク兼用機器１
０は、シンク機器対応ブロック１１、ソース機器対応ブロック１２、コネクタ１３ａ、お
よびコネクタ１３ｂを含む。シンク機器対応ブロック１１はシンク機器の機能を有し、ソ

DELL/HP/LENOVO EXHIBIT 1005 
Page 3



(4) JP 2009-60204 A 2009.3.19

10

20

30

40

50

ース機器対応ブロック１２はソース機器の機能を有する。シンク機器対応ブロック１１お
よびソース機器対応ブロック１２は、ＨＤＭＩ規格に準拠したコネクタ１３ａおよびコネ
クタ１３ｂにそれぞれ接続されている。ソース／シンク兼用機器１０がＤＶＤプレーヤ内
蔵テレビとして構成された場合には、テレビがシンク機器対応ブロック１１に相当し、Ｄ
ＶＤプレーヤがソース機器対応ブロック１２に相当する。
【０００５】
　このように、ＤＶＤプレーヤ内蔵テレビとして構成されるソース／シンク兼用機器１０
においては、通常、ＤＶＤプレーヤで再生した映像信号はテレビのディスプレイによって
映像表示され、音声信号はテレビのスピーカから音声出力される。しかし、利用者によっ
ては、映像をテレビのディスプレイで視聴せずに、プロジェクタでの視聴を希望する場合
がある。また、デジタルビデオカメラで撮影された映像や音声を、ソース／シンク兼用機
器１０のディスプレイやスピーカで再生することを希望することもある。
【０００６】
　そのような希望に応えるために、ソース／シンク兼用機器１０が備えているシンク機器
対応ブロック１１に外部のソース機器から信号を受け取ったり、ソース機器対応ブロック
１２から外部のシンク機器に信号を供給したりすることが要求される。このような要求を
満たすために、上述のコネクタ１３ａおよび１３ｂが設けられる。
【０００７】
　次に、図５を参照して、ソース／シンク兼用機器１０に外部のシンク機器或いは外部の
ソース機器が接続されて構成されるＡＶシステムについて説明する。図５（Ａ）はソース
／シンク兼用機器１０が、シンクとして使用されるべく、ソース機器２０ｓｒｃと接続さ
れて構成されるＡＶシステム１ａを示し、図５（Ｂ）はソース／シンク兼用機器１０が、
ソースとして使用されるべく、シンク機器２０ｓｎｋに接続されて構成されるＡＶシステ
ム１ｂを示す。ソース機器２０ｓｒｃおよびシンク機器２０ｓｎｋの入出力端にも、それ
ぞれＨＤＭＩ規格に準拠したコネクタ２１および２２が設けられている。なお、ソース機
器２０ｓｒｃおよびシンク機器２０ｓｎｋを外部機器２０と総称する。
【０００８】
　図５（Ａ）に示すように、ソース／シンク兼用機器１０がデジタルビデオカメラやＤＶ
Ｄプレーヤなどのソース機器２０ｓｒｃのシンクとして使用されるＡＶシステム１ａにお
いては、シンク機器対応ブロック１１はＨＤＭＩ規格に準拠したコネクタ１３ａ、ＨＤＭ
Ｉケーブル４０、およびコネクタ２１を介してソース機器２０ｓｒｃと接続される。この
場合、ソース機器（例えばデジタルビデオカメラ）２０で再生された映像信号および音声
信号はＨＤＭＩケーブル４０を介してソース／シンク兼用機器（例えばＤＶＤプレーヤ内
蔵テレビ）１０のシンク機器対応ブロック（テレビ）１１に伝送され、内蔵のディスプレ
イに映像が表示されたり、またスピーカから音声が出力されたりする。
【０００９】
　図５（Ｂ）に示すように、ソース／シンク兼用機器１０がプロジェクタなどのシンク機
器のソースとして使用されるＡＶシステム１ｂにおいては、ソース機器対応ブロック１２
はＨＤＭＩ規格に準拠したコネクタ１３ｂ、ＨＤＭＩケーブル４０、およびコネクタ２２
を介してシンク機器２０ｓｎｋと接続される。この場合、ソース機器対応ブロック（ＤＶ
Ｄプレーヤ）１２で再生された映像信号および音声信号は、ＨＤＭＩケーブル４０を介し
てシンク機器（例えばプロジェクタ）３０に伝送され、大画面のスクリーンに迫力のある
映像として映し出される。
【００１０】
　ＨＤＭＩ規格に準拠したＡＶシステムでは、映像信号、音声信号および制御信号がＨＤ
ＭＩケーブルを介して各機器間で伝送されるため、各機器の入出力端にはＨＤＭＩ規格に
準拠したコネクタが設けられている。この原則は、ソース／シンク兼用機器１０において
も守られ、シンク機器対応ブロック１１およびソース機器対応ブロック１２はそれぞれコ
ネクタ１３ａおよび１３ｂ（更にはＨＤＭＩケーブル４０）を介して外部機器２０と接続
される。
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【００１１】
　しかし、シンク機器対応ブロック１１およびソース機器対応ブロック１２のそれぞれに
専用のコネクタを設けることは機器のコストアップおよび大型化を招く。また、入出力兼
用機器１０に接続される外部機器２０が、出力側であるソース機器と入力側であるシンク
機器の何れであるかを判断する必要がある。さらに、２つのコネクタ１３ａ（シンク側）
およびコネクタ１３ｂ（ソース側）の一方を正しく選択して、外部機器２０を接続する必
要があり、利用者にとっては煩わしい作業である。
【００１２】
　このためそれぞれのブロック用のコネクタを１つのコネクタで兼用することが望まれる
。事実、ＨＤＭＩ規格に準拠しないＡＶ機器の分野では、映像・音声信号の入力端子と出
力端子を１つの端子で兼用し、映像・音声信号の入出力の状態に応じて、接続状態を自動
的に切り換える技術が普及している（特許文献２～４参照）。
【特許文献１】特開２００７－７９１７６号公報
【特許文献２】特開平０７－０３８８１７号公報
【特許文献３】特開２００１－０８６４１６号公報
【特許文献４】特開平０４－３６８６６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　ＨＤＭＩ規格準拠のソース／シンク兼用機器にも、上述の特許文献２～４に提案されて
いる切り換え技術を適用して、１つのコネクタに接続される外部機器がシンク側であるの
かソース側であるかに応じて、自身の機能をシンク或いはソースに切り換えることが考え
られる。しかしながら、本発明が対象とするソース／シンク兼用機器および接続される機
器はＨＤＭＩケーブルで接続される。
【００１４】
　ＨＤＭＩケーブル上を転送される映像信号や音声信号、更には制御信号はＨＤＭＩ規格
に従った信号である。ＨＤＭＩ規格準拠の機器では、自身がソースであるのかシンクであ
るのかを表す機能属性を、接続相手に通知する機能を有していない。よって、ＨＤＭＩ規
格準拠のソース／シンク兼用機器では、接続される側の機器がソースであるのかシンクで
あるのかを表す機能属性に関する情報を入手できない。つまり、１つのコネクタに接続さ
れる機器の機能属性に応じて、自身のソース／シンク機能を自動的に切り替えることはで
きない。
【００１５】
　また、仮に、接続される機器の機能属性を何らかの手段で知ることができたとしても、
ソース／シンク兼用機器の入力（シンク）と出力（ソース）を単純に切り換えると、イン
ピーダンスの不整合などの問題が生じる。このようにＨＤＭＩ規格準拠のソース／シンク
兼用機器では、一般的なＡＶ機器に採用されていた切り換え技術を適用できない。
【００１６】
　本発明はこのような従来の問題点に鑑みてなされたもので、単一のコネクタに接続され
るＨＤＭＩ機器の機能属性を検出できるソース／シンク兼用機器を提供することを目的と
する。検出された機器の機能属性に応じて、自身の機能を自動的に切り替えることのでき
るソース／シンク兼用機器を提供することを、更なる目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するため、本発明にかかるソース／シンク兼用機器は、
　ソース機器としての機能を実現する第１の機能手段とシンク機器としての機能を実現す
る第２の機能手段とを備えた、ＨＤＭＩ規格に準拠するソース／シンク兼用機器であって
、
を実現する第２の機能手段とを備えた、ＨＤＭＩ規格に準拠するソース／シンク兼用機器
であって、
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　前記第１の機能手段と前記第２の機能手段の何れか一方と、ＨＤＭＩ規格に準拠した外
部機器とを接続するコネクタと、
　前記コネクタの電源ラインの電圧レベルを検出する第１の電圧レベルモニタ手段と、
　前記コネクタのＴＭＤＳ＿ＣＬＫラインの電圧レベルを検出する第２の電圧レベルモニ
タ手段と、
　前記検出された２つの電圧レベルに基づいて、前記外部機器の機能を判定する機能判定
手段とを備えるものである。
【００１８】
　本発明にかかるソース／シンク兼用機器は、前記判定された機能に基づいて、前記第１
の機能手段と前記第２の機能手段の動作を決定する動作モード決定手段をさらに備えるこ
とが好ましい。また前記決定された動作に基づいて、前記第１の機能手段と前記第２の機
能手段を制御する動作制御手段をさらに備えることが好ましい。
【００１９】
　また、前記第１の電圧レベルモニタ手段は、前記検出された電源ラインの電源レベルに
基づいて、二値の第１レベル信号を生成し、
　前記第２弾圧レベルモニタ手段は、前記検出されたＴＭＤＳ＿ＣＬＫラインの電圧レベ
ルに基づいて、二値の第２レベル信号を生成することが好ましい。
【００２０】
　ここで、前記第１レベル信号がＬｏｗ、前記第２レベル信号がＬｏｗの場合、前記機能
判定手段は、前記外部機器は接続されていないと判定する。この場合、前記動作モード決
定手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段を待機モードにすることを決定する
。すなわち前記動作制御手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段をハイインピ
ーダンスにする。
【００２１】
　また前記第１レベル信号がＨｉｇｈ、前記第２レベル信号がＨｉｇｈの場合、前記機能
判定手段は、前記外部機器は異常であると判定する。この場合、前記動作モード決定手段
は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段を待避モードにすることを決定する。すな
わち前記動作制御手段は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段をハイインピーダン
スにする。
【００２２】
　また前記第１レベル信号がＬｏｗ、前記第２レベル信号がＨｉｇｈの場合、前記機能判
定手段は、前記外部機器はシンクであると判定する。この場合、前記動作モード決定手段
は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段をソースモードにすることを決定する。す
なわち前記動作制御手段は、前記第１の機能手段を有効にする。
【００２３】
　また前記第１レベル信号がＨｉｇｈ、前記第２レベル信号がＬｏｗの場合、前記機能判
定手段は、前記外部機器はソースであると判定する。この場合、前記動作モード決定手段
は、前記第１の機能手段と前記第２の機能手段をシンクモードにすることを決定する。す
なわち前記動作制御手段は、前記第２の機能手段を有効にする。
【００２４】
　また本発明にかかる第２のソース／シンク兼用機器は、
　ソース機器としての機能を実現する第１の機能手段とシンク機器としての機能を実現す
る第２の機能手段とを備えた、ＨＤＭＩ規格に準拠するソース／シンク兼用機器であって
、
　前記第１の機能手段と前記第２の機能手段の何れか一方と、ＨＤＭＩ規格に準拠した外
部機器とを接続するコネクタと、
　前記コネクタの電源ラインの電圧レベルを検出する第１の電圧レベルモニタ手段と、
　前記コネクタのＴＭＤＳ＿ＣＬＫラインの電圧レベルを検出する第２の電圧レベルモニ
タ手段と、
　前記検出された２つの電圧レベルに基づいて、前記第１の機能手段と前記第２の機能手
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段を制御する動作制御手段を備えるものである。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明においては、単一のコネクタを介して外部のＨＤＭＩ機器に接続されるソース／
シンク兼用機器において、接続されるＨＤＭＩ機器の機能或いは状態に応じて、自動的に
自身の機能を設定できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　本発明の実施の形態について詳述する前に、先ず、本発明における主な特徴について説
明する。本発明にかかるソース／シンク兼用機器は、ＨＤＭＩ規格に準拠して構成される
と共に、さらにＨＤＭＩケーブルに流れる信号の状態を検出する２つのモニタ部を備えて
いる。ソース／シンク兼用機器のソース／シンク共用のコネクタにＨＤＭＩケーブルを介
して外部機器が接続された際に、２つのモニタ部の検出結果に基づいて、接続されたＨＤ
ＭＩ規格に準拠する外部機器がソースであるかシンクであるかという機能属性を判定する
。
【００２７】
　判定された外部機器の機能属性に応じて、ソース／シンク兼用機器は自身の機能をソー
スあるいはシンクに切り替える。この際に、外部機器との間でインピーダンス不整合が生
じないように、ソース／シンク兼用機器１は自身のインピーダンス調整を行う。結果、利
用者の切り替え操作なしに、共用コネクタに接続された機器の属性、すなわちシンク機器
であるかソース機器あるかに応じて、ソース／シンク兼用機器をソース機器もしくはシン
ク機器としての機能を発揮させることができる。
【００２８】
　図１に本発明の実施の形態にかかるソース／シンク兼用機器の構成を示す。ソース／シ
ンク兼用機器１００は、コネクタ１１０、電源ブロック１２０、ホットプラグブロック１
３０、ＤＣＣブロック１４０、ＴＤＭＳブロック１５０、電圧ラインモニタ部１６０、Ｔ
ＤＭＳラインモニタ部１７０、およびＨＤＭＩ属性切換処理部１８０を含む。
【００２９】
　コネクタ１１０はＨＤＭＩ規格に準拠しており、ＨＤＭＩケーブル２００を介してＨＤ
ＭＩ規格に準拠した他のソース機器２０ｓｒｃ（図５）やシンク機器２０ｓｎｋ（図５）
の何れか１つと排他的に接続される。つまり、コネクタ１１０は、ソース機器２０ｓｒｃ
とシンク機器２０ｓｎｋによって共用される。ＨＤＭＩケーブル２００には信号やデータ
を伝送する複数のラインが含まれている。代表的なラインとして、ＣＥＣライン、ホット
プラグライン、ＤＤＣラインおよびＨＤＭＣラインがある。
【００３０】
　ＣＥＣラインはソース機器とシンク機器間の制御データの伝送に用いられる。ホットプ
ラグラインはＨＤＭＩケーブルの接続の有無の判断に用いられる。ＤＤＣラインは映像フ
ォーマット情報を含むＥＤＩＤ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉ
ｃａｔｉｏｎ　Ｄａｔａ）データの伝送に用いられる。ＨＤＭＩラインは、ＴＭＤＳ方式
の映像信号および音声信号の伝送に用いられる。
【００３１】
　コネクタ１１０には、ＨＤＭＩケーブル２００の各ラインに対応する形で、電源ライン
１１１、ホットプラグライン１１２、ＤＤＣライン１１３およびＴＭＤＳライン１１４が
設けられている。このうちＴＭＤＳライン１１４は通常複数本存在するが、図１では簡単
のため１本のラインのみを表示する。
【００３２】
　電源ブロック１２０は、電源ブロック入出力ＳＷ部１２１、電源出力部１２２および電
源入力部１２３を含む。ホットプラグブロック１３０は、ホットプラグ入出力属性ＳＷ部
１３１、ホットプラグ入力部１３２およびホットプラグ出力部１３３を含む。ＤＣＣブロ
ック１４０は、ＤＤＣブロック入出力属性ＳＷ部１４１、ＤＤＣ出力部１４２、およびＤ
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ＤＣ入力部１４３を含む。ＴＤＭＳブロック１５０は、ＴＤＭＳ入出力属性ＳＷ部１５１
、ＴＤＭＳ出力部１５２、ＴＤＭＳ入力部１５３、およびＴＭＤＳ信号処理部１５４を含
む。
【００３３】
　電源出力部１２２、ホットプラグ入力部１３２、ＤＤＣ出力部１４２、ＴＤＭＳ出力部
１５２およびＴＭＤＳ信号処理部１５４によって、ソース／シンク兼用機器１００がＨＤ
ＭＩ規格に準拠したソース機器として機能できる。一方、電源入力部１２３、ホットプラ
グ出力部１３３、ＤＤＣ入力部１４３、ＴＤＭＳ入力部１５３およびＴＭＤＳ信号処理部
１５４によって、ソース／シンク兼用機器１００はＨＤＭＩ規格に準拠したシンク機器と
して機能できる。
【００３４】
　電源ブロック１２０、ホットプラグ１３０、ＤＤＣブロック１４０およびＴＤＭＳブロ
ック１５０におけるソース機器機能およびシンク機器機能の切換は、電源ブロック入出力
ＳＷ部１２１、ホットプラグ入出力属性ＳＷ部１３１、ＤＤＣブロック入出力属性ＳＷ部
１４１およびＴＤＭＳ入出力属性ＳＷ部１５１におけるスイッチの切り換えによって行わ
れる。このように、ソース／シンク兼用機器１００におけるソース機器機能部とシンク機
器機能部は、外部機器２０との接続にコネクタ１１０を共用する。
【００３５】
　次に、各ブロックの機能について説明する。電源ブロック１２０において、電源出力部
１２２は、ソース／シンク兼用機器１００がソース機器機能を実現する場合に、ホットプ
ラグ入力部１３２、ＤＤＣ出力部１４２、およびＴＤＭＳ出力部１５２に電力を供給する
。
【００３６】
　これに対し、ソース／シンク兼用機器１００がシンク機器機能を実現する場合には、電
源入力部１２３はホットプラグ出力部１３３、ＤＤＣ入力部１４３、およびＴＤＭＳ入力
部１５２に電力を供給する。電源出力部１２２と電源入力部１２３を別々に設けることに
より、シンク側からソース側への電流の逆流を防止できる。
【００３７】
　ホットプラグブロック１３０は、ソース／シンク兼用機器１００がＨＤＭＩケーブル２
００と接続されているか否かを判断する際に用いられる。ホットプラグ入力部１３２は、
ソース／シンク兼用機器１００がソースとして機能する場合に用いられ、ホットプラグ出
力部１３３は、ソース／シンク兼用機器１００がシンクとして機能する場合に用いられる
。
【００３８】
　ＤＤＣブロック１４０において、ＤＤＣ出力部１４２には、ソース／シンク兼用機器１
００がソースとして機能する場合に、ＨＤＭＩケーブル２００に接続されたシンク機器２
０ｓｎｋから表示可能な映像フォーマットに関するＥＤＩＤデータが転送されて、メモリ
（不図示）に記憶される。ＤＤＣ出力部１４２は、メモリに記憶されたＥＤＩＤから利用
者の指示に基づいて映像フォーマットを設定する。
【００３９】
　ＤＤＣ入力部１４３のメモリ（不図示）には、ソース／シンク兼用機器１００がシンク
として機能する場合に、表示可能な映像フォーマットがＥＤＩＤとして記憶されている。
メモリに記憶されたＥＤＩＤは、ソース／シンク兼用機器１００がソース機器２０ｓｒｃ
と接続された場合に、ソース機器２０ｓｒｃからのアクセスにより読み出される。
【００４０】
　ＴＤＭＳブロック１５０において、ＴＤＭＳ出力部１５２は、ソース／シンク兼用機器
１００がソースとして機能する場合に、ＴＤＭＳ信号処理部１５４でＴＤＭＳ方式のデー
タに変換された映像データおよび音声データをＨＤＭＩケーブル２００に接続されたシン
ク機器２０ｓｎｋに出力する。
【００４１】
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　ＴＤＭＳ入力部１５３は、ソース／シンク兼用機器１００がシンクとして機能する場合
に、ＨＤＭＩケーブル２００に接続されたソース機器２０ｓｒｃから伝送されたＴＤＭＳ
方式の映像データおよび音声データを受け取る。映像データおよび音声データはＴＤＭＳ
入力部１５３からＴＭＤＳ信号処理部１５４に転送されて、ＴＭＤＳ信号処理部１５４に
よってＴＤＭＳ処理が施される前の映像データおよび音声データに変換される。ＴＤＭＳ
出力部１５２およびＴＤＭＳ入力部１５３を別々に設けることにより、ＴＤＳＭライン１
１４のインピーダンス不整合の問題を解消できる。
【００４２】
　次に、ＨＤＭＩケーブル２００と外部機器２０との接続状態をモニタする２つのモニタ
部１６０および１７０について説明する。電源ラインモニタ部１６０は、コネクタ１１０
に接続された複数のラインのうち電源ライン１１１の電圧レベルＶＬ１を所定の時間間隔
で繰り返し検出して、二値のレベル信号（以降、「電源ラインレベル」）Ｃ１を生成する
。
【００４３】
　コネクタ１１０がＨＤＭＩケーブル２００を介して接続されている外部機器４０がソー
ス機器２０ｓｒｃの場合には、電源ライン１１１の電圧レベルＶＬ１はＨｉｇｈレベル（
５Ｖ）を示す。これに対して、接続されている外部機器４０がシンク機器２０ｓｎｋであ
る、あるいは接続されていないか接続されていても通電されていなくて動作していない場
合には、電圧レベルＶＬ１はＬｏｗレベル（０Ｖ）を示す。電源ラインレベルＣ１は、電
圧レベルＶＬ１のレベルに対応して、ＨｉｇｈおよびＬｏｗの何れかの値をとる。
【００４４】
　ＴＤＭＳラインモニタ部１７０は、コネクタ１１０に含まれるＴＤＭＳライン（具体的
にはＴＤＭＳ＿ＣＬＫライン）１１４の電圧レベルＶＬ２を所定の時間間隔で繰り返し検
出して、二値のレベル信号（以降、「ＴＤＭＳラインレベル」）Ｃ２を生成する。コネク
タ１１０がＨＤＭＩケーブル２００を介してシンク機器と接続されている場合、ＴＤＭＳ
ライン１１４の電圧レベルＶＬ２はＨｉｇｈレベル（３．３Ｖ）を示す。
【００４５】
　これに対し、コネクタ１１０がＨＤＭＩケーブル２００を介してソース機器と接続され
ている場合、もしくは他の機器と接続されていない場合の電圧レベルＶＬ２はＬｏｗレベ
ル（０Ｖ）を示す。ＴＤＭＳラインレベルＣ２は、電圧レベルＶＬ２のレベルに対応して
、ＨｉｇｈとＬｏｗの何れかの値をとる。
【００４６】
　以下に、図２を参照して、ＨＤＭＩ属性切換処理部１８０の動作について説明する。Ｈ
ＤＭＩ属性切換処理部１８０は、電源ラインレベルＣ１およびＴＤＭＳラインレベルＣ２
に基づき、ソース機器およびシンク機器との接続に共用されるコネクタ１１０に接続され
ている外部機器の機能Ｊを判定する。なお、「機能」とは、外部機器に関して、「非接続
」、「異常」、「シンク」、および「ソース」の４つ状態の何れであるかをいう。
【００４７】
　「非接続」とは、外部機器が接続されていないか、或いは接続されていても通電されて
いない状態をいう。電源ラインレベルＣ１およびＴＤＭＳラインレベルＣ２の両方がＬｏ
ｗの場合に、「非接続」と判定される。
【００４８】
　「異常」とは、外部機器が接続されているが、正常でない状態をいう。電源ラインレベ
ルＣ１およびＴＤＭＳラインレベルＣ２の両方がＨｉｇｈの場合に、「異常」と判断され
る。
【００４９】
　「シンク」とは、シンク、つまり入力側の外部機器が接続されている状態をいう。なお
、外部機器は異常状態でなくかつ通電されていることはいうまでもない。電源ラインレベ
ルＣ１がＬｏｗ、かつＴＤＭＳラインレベルＣ２がＨｉｇｈの場合に「シンク」と判断さ
れる。
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【００５０】
　「ソース」とは、ソース、つまり出力側の外部機器が接続されている状態をいう。なお
、外部機器は異常状態でなくかつ通電されていることはいうまでもない。電源ラインレベ
ルＣ１がＨｉｇｈ、かつＴＤＭＳラインレベルＣ２がＬｏｗの場合に「ソース」と判断さ
れる。
【００５１】
　ＨＤＭＩ属性切換処理部１８０は、上述の外部機器機能属性の判定結果に基づいて、さ
らにソース／シンク兼用機器１００の動作モードＭを決定する。なお、「動作モード」と
は、ソース／シンク兼用機器１００が「待機」、「エラー処理」、「ソース」、および「
シンク」の何れの機能を動作させるかをいう。
【００５２】
　「待機」とは、ソース／シンク兼用機器１００が通電されて、外部機器の接続を待つ処
理をいう。外部機器の機能属性が「非接続」と判定されたときに、「待機」モードが決定
される。
【００５３】
　「待避」とは、異常状態にある外部機器の影響を受けないように、ソース／シンク兼用
機器１００の動作を停止あるいは、外部機器との電気的接続を絶つ処理をいう。外部機器
の機能属性が「異常」と判定されたときに、「退避」モードが決定される。
【００５４】
　「ソース」とは、ソース／シンク兼用機器１００に内蔵されているソース機能を実行さ
せる処理をいう。外部機器の機能属性が「シンク」と判定されたときに、「ソース」モー
ドが決定される。
【００５５】
　「シンク」とは、ソース／シンク兼用機器１００に内蔵されているシンク機能を実行さ
せる処理をいう。外部機器の機能属性が「ソース」と判定されたときに、「シンク」モー
ドが決定される。
【００５６】
　さらに、ＨＤＭＩ属性切換処理部１８０は、上述の動作モード決定に基づいて、電源ブ
ロック１２０、ＤＤＣブロック１３０、ホットプラグブロック１４０、およびＴＤＭＳブ
ロック１５０のそれぞれに対して、決定された動作モードに対応する機能属性の実現を指
示する制御信号Ｓｃ１、Ｓｃ２、Ｓｃ３、およびＳｃ４を出力する。
【００５７】
　具体的には、「待機」モードと決定された場合には、制御信号Ｓｃ１～Ｓｃ４は電源ブ
ロック１２０、ホットプラグブロック１３０、ＤＣＣブロック１４０、およびＴＤＭＳブ
ロック１５０がハイインピーダンスになるように、電源ブロック入出力ＳＷ部１２１、Ｄ
ＤＣブロック入出力属性ＳＷ部１３１、ホットプラグ入出力属性ＳＷ部１３１、およびＴ
ＭＤＳブロック入出力属性ＳＷ部１５１のそれぞれを制御する。
【００５８】
　「待避」モードと決定された場合には、制御信号Ｓｃ１～Ｓｃ４は「待機」モードと決
定された時と同様に制御する。これにより、ＤＤＣブロック１３０、ホットプラグブロッ
ク１４０、およびＴＤＭＳブロック１５０を異常な電圧から保護すると共に、誤動作を防
止する。なお、さらにソース／シンク兼用機器１００自体の電源を遮断することも望まし
い。
【００５９】
　「ソース」モードと決定された場合には、制御信号Ｓｃ１は電源ブロック１２０の入出
力属性を出力に切り換える。すなわち電源ブロック入出力ＳＷ部１２１は、電源出力部１
２２をコネクタ１１０に接続させるように制御される。
　制御信号Ｓｃ２は、ホットプラグブロック１３０の入出力属性を出力に切り換える。す
なわち、ホットプラグ入出力属性ＳＷ部１３１は、ＤＤＣ出力部１３２をコネクタ１１０
に接続させるように制御される。
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　制御信号Ｓｃ３は、ＤＣＣブロック１４０の入出力属性を入力に切り換える。すなわち
、ＤＤＣブロック入出力属性ＳＷ部１４１はＤＤＣ入力部１４３をコネクタ１１０に接続
させるように制御される。
　制御信号Ｓｃ４は、ＴＤＭＳブロック１５０の入出力属性を出力に切り換える。すなわ
ち、ＴＤＭＳ入出力属性ＳＷ部１５１はＴＤＭＳ出力部１５２をコネクタ１１０に接続さ
せるように制御される。
【００６０】
　「シンク」モードと決定された場合には、制御信号Ｓｃ１は電源ブロック１２０の入出
力属性を出力に切り換える。すなわち、電源ブロック入出力ＳＷ部１２１は電源出力部１
２２をコネクタ１１０に接続させるように制御される。
　制御信号Ｓｃ２は、ホットプラグブロック１３０の入出力属性を出力に切り換える。す
なわち、ホットプラグ入出力属性ＳＷ部１３１は、ＤＤＣ出力部１３２をコネクタ１１０
に接続させるように制御される。
　制御信号Ｓｃ３は、ＤＣＣブロック１４０の入出力属性を入力に切り換える。すなわち
、ＤＤＣブロック入出力属性ＳＷ部１４１は、ＤＤＣ入力部１４３をコネクタ１１０に接
続させるように制御される。
　制御信号Ｓｃ４は、ＴＤＭＳブロック１５０の入出力属性を出力に切り換える。すなわ
ち、ＴＤＭＳ入出力属性ＳＷ部１５１は、ＴＤＭＳ出力部１５２をコネクタ１１０に接続
させるように制御される。
【００６１】
　なお、図２に記載された外部機器機能Ｊの判定および動作モードＭの決定に必要な情報
、更に各種ブロックの制御信号Ｓｃは、ＨＤＭＩ属性切換処理部１８０に内蔵されたＲＯ
Ｍ（図示せず）に格納されており、ＣＰＵ（図示せず）がＲＯＭから必要な情報を読み出
して判定や決定、更には制御信号の送出を行う。すなわちＨＤＭＩ属性切換処理部１８０
は、本発明の機能判定手段、動作モード決定手段および動作制御手段のそれぞれの機能を
実現している。
【００６２】
　以下、図３に示すフローチャートを参照して、ソース／シンク兼用機器１００における
ＨＤＭＩ属性切換処理部１８０によるソース／シンク兼用機器１００の機能切替動作につ
いて、より具体的に説明する。電源が投入されて、ソース／シンク兼用機器１００の動作
が開始されると、電圧ラインモニタ部１６０およびＴＤＭＳラインモニタ部１７０のそれ
ぞれから所定の時間間隔で出力される電源ラインレベルＣ１およびＴＤＭＳラインレベル
Ｃ２に基づいて、以下に述べるＨＤＭＩ属性切換処理部１８０による動作が開始する。
【００６３】
　先ず、ステップＳ２において、ＨＤＭＩ属性切換処理部１８０によって、電源ラインレ
ベルＣ１がＨｉｇｈであるか否かが判断される。Ｎｏ、つまり電源ラインレベルＣ１はＬ
ｏｗであると判断される場合、制御は次のステップＳ４に進む。Ｙｅｓ，つまり電源ライ
ンレベルＣ１はＨｉｇｈであると判断される場合、制御はステップＳ１０に進む。
【００６４】
　ステップＳ４において、ＴＤＭＳラインレベルＣ２がＨｉｇｈであるか否かが判断され
る。Ｎｏ、つまりＴＤＭＳラインレベルＣ２がＬｏｗと判断される場合、制御は次のステ
ップＳ６に進む。Ｙｅｓ、つまりＴＤＭＳラインレベルＣ２はＨｉｇｈであると判断され
る場合、制御はステップＳ１６に進む。
【００６５】
　ステップＳ６においては、電源ラインレベルＣ１およびＴＤＭＳラインレベルＣ２が共
にＬｏｗであるので、図２を参照して説明したように、外部機器２０「非接続」と判定さ
れる。そして、ステップＳ８において、制御信号Ｓｃ１～Ｓｃ４が出力されて、ソース／
シンク兼用機器１００が待機モードに設定される。そして、制御は上述のステップＳ２に
戻る。
【００６６】
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　ステップＳ１０において、ＴＤＭＳラインレベルＣ２がＨｉｇｈであるか否かが判断さ
れる。Ｙｅｓ，つまりＴＤＭＳラインレベルＣ２がＨｉｇｈであると判断される場合、制
御はステップＳ１２に進む。Ｎｏと判断される場合、制御はステップＳ２０に進む。
【００６７】
　ステップＳ１２においては、電源ラインレベルＣ１およびＴＤＭＳラインレベルＣ２が
共にＨｉｇｈであるので、図２を参照して説明したように、外部機器２０は「異常」と判
定される。そして、ステップＳ１４において、制御信号Ｓｃ１～Ｓｃ４が出力されて、ソ
ース／シンク兼用機器１００が「退避」モードに設定される。
【００６８】
　ステップＳ１６においては、電源ラインレベルＣ１がＬｏｗ，ＴＤＭＳラインレベルＣ
２がＨｉｇｈであるので、図２を参照して説明したように、外部機器２０は「シンク」と
判定される。そして、ステップＳ１８において、制御信号Ｓｃ１～Ｓｃ４が出力されて、
ソース／シンク兼用機器１００が「ソース」モードに設定される。
【００６９】
　そして、ＤＤＣ出力部１３２は接続されているシンク機器２０ｓｎｋからＥＤＩＤを読
み取り、サポートする映像フォーマットの確認を行う。またＴＤＭＳブロック部１５２は
ＴＭＤＳ信号処理部から出力された映像信号および音声信号にＨＤＣＰ暗号化処理を施し
、ＨＤＭＩコネクタ１１０からＨＤＭＩケーブル２００にＴＭＤＳ信号を出力する。以上
のステップを経ることによりソース／シンク兼用機器１００はＨＤＭＩ規格に準拠するソ
ース機器としての機能を発揮する。
【００７０】
　ステップＳ２０においては、電源ラインレベルＣ１がＨｉｇｈ，ＴＤＭＳラインレベル
Ｃ２がＬｏｗであるので、図２を参照して説明したように、外部機器２０は「ソース」と
判定される。そして、ステップＳ２２において、制御信号Ｓｃ１～Ｓｃ４が出力されて、
ソース／シンク兼用機器１００が「シンク」モードに設定される。
【００７１】
　そして、接続されているソース機器２０ｓｒｃは、ＤＤＣ入力部１４３から自己がサポ
ートする映像フォーマットに関するＥＤＩＤを読み取る。ＴＤＭＳ入力部１５３はソース
機器２０ｓｒｃから転送された暗号化されたＴＭＤＳ信号を復号化した後、ＴＭＤＳ信号
処理部１５４に転送する。ＴＭＤＳ信号処理部１５４は転送されたＴＭＤＳ信号から映像
データおよび音声データを復号化する。以上のステップを経ることにより、ソース／シン
ク兼用機器１００はＨＤＭＩ規格に準拠するシンク機器としての機能を発揮する。
【００７２】
　以下に、ソース／シンク兼用機器１００に接続される外部機器２０が以下の５種類の状
態にある場合について、ＨＤＭＩ属性切換処理部１８０の動作について具体的に説明する
。
　状態１：外部機器２０がソース／シンク兼用機器１００に接続されていないか、接続さ
れていても通電されていない。
　状態２：接続されている外部機器２０が異常である。
　状態３：正常なシンク機器２０ｓｎｋが接続される。
　状態４：正常なソース機器２０ｓｒｃが接続される。
　状態５：状態２の外部機器２０との接続が絶たれる。
　状態６：状態３の外部機器２０との接続が絶たれる。
　状態７：状態４の外部機器２０との接続が絶たれる。
　状態８：状態５，状態６、および状態７の外部機器との接続が回復する。
【００７３】
　状態１（非接続）においては、ステップＳ２（Ｎｏ），ステップＳ４（Ｎｏ），ステッ
プＳ６、およびステップＳ８での処理によって、ソース／シンク兼用機器１００は待機モ
ードに設定される。そして、図３のフローチャートの処理を繰り返しながら、ソース／シ
ンク兼用機器１００は、外部機器２０が接続されるのを待つ。
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【００７４】
　状態２（異常）において、ステップＳ２（Ｙｅｓ），ステップＳ１０（Ｙｅｓ），ステ
ップＳ１２、およびステップＳ１４での処理によって、ソース／シンク兼用機器１００は
エラー処理モードに設定される。そして、図３のフローチャートの処理を繰り返しながら
、ソース／シンク兼用機器１００は、外部機器２０の異常が回復するのを待つ。
【００７５】
　状態３（シンク）においては、ステップＳ２（Ｎｏ），ステップＳ４（Ｙｅｓ），ステ
ップＳ１６、およびステップＳ１８での処理によって、ソース／シンク兼用機器１００は
ソースモードに設定される。そして、図３のフローチャートの処理を繰り返しながら、ソ
ース／シンク兼用機器１００は、外部機器２０の状態を監視する。そして、外部機器２０
の状態が変化すれば、それに応じて、自身の動作モードを設定しなおす。
【００７６】
　状態４（ソース）においては、ステップＳ２（Ｙｅｓ），ステップＳ１０（Ｎｏ），ス
テップＳ２０、およびステップＳ２２での処理によって、ソース／シンク兼用機器１００
はシンクモードに設定される。そして、図３のフローチャートの処理を繰り返しながら、
ソース／シンク兼用機器１００は、外部機器２０の状態を監視する。そして、外部機器２
０の状態が変化すれば、それに応じて、自身の動作モードを設定しなおす。
【００７７】
　状態５、状態６、および状態７においては、それぞれの状態の外部機器２０との接続が
絶たれた時点で、上述の状態１の処理が実行される。
【００７８】
　状態８においては、それぞれの状態の外部機器２０との接続が回復した時点で、外部機
器２０の状態に応じて、状態２、状態３、および状態４の何れかの処理が実行される。
【００７９】
　上述のように、単一のＨＤＭＩコネクタを用い、かつ利用者の操作無しにソース機器お
よびシンク機器の属性の切換を自動的に行うことができる。結果、必要部品の削減による
安価化および機器の小型化の実現、および利用者によるＨＤＭＩの属性（シンク機器／ソ
ース機器）の変更を行う手間を削減できる。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
　本発明にかかるソース／シンク兼用機器は、ＨＤＭＩ規格に準用したＡＶ機器に広く利
用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明の実施の形態のかかるソース／シンク兼用機器の構成を示す機能ブロック
図
【図２】図１のＨＤＭＩ属性切換処理部による判定内容を表す説明図
【図３】図１のＨＤＭＩ属性切換処理部の動作を表すフローチャート
【図４】考えられるソース／シンク兼用機器の構成を表すブロック図
【図５】図４に示すソース／シンク兼用機器に外部のシンク機器が接続されてなるＡＶシ
ステムの説明図
【符号の説明】
【００８２】
　１０、１００　　ソース／シンク兼用機器
　１１０　　ＨＤＭＩコネクタ
　１１１　　電源ライン
　１２０　　電源ブロック
　１２１　　電源ブロック入出力ＳＷ部
　１２２　　電源出力部
　１２３　　電源入力部
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　１３０　　ホットプラグ
　１３１　　ホットプラグ入出力属性ＳＷ部
　１３２　　ホットプラグ入力部
　１３３　　ホットプラグ出力部
　１４０　　ＤＤＣブロック
　１４１　　ＤＤＣブロック入出力属性ＳＷ部
　１４２　　ＤＤＣ出力部
　１４３　　ＤＤＣ入力部
　１５０　　ＴＭＤＳブロック
　１５１　　ＴＤＭＳ入出力属性ＳＷ部
　１５２　　ＴＤＭＳ出力部
　１５３　　ＴＤＭＳ入力部
　１５４　　ＴＤＭＳ信号処理部
　１６０　　電圧ラインモニタ部
　１７０　　ＴＭＤＳラインモニタ部
　１８０　　ＨＤＭＩ属性切換処理部
　２００　　ＨＤＭＩケーブル

【図１】 【図２】
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